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令和８年３月９日  

大和西高等学校長  

 

令和７年度第３回大和西高等学校運営協議会議事録 

 

１ 日  時  令和８年３月９日（月） 

 

２ 次  第  別紙 

 

３ 出席者（敬称略） 

    ※出席状況確認表あり 

   委 員；三留 未来  西澤 律雄  森園 廣子    

   学校側；校長 副校長 教頭 事務長 各グループリーダー 

  

                     計 13名 

 

４ 生徒会本部役員による学校説明 

 

５ 学校評価部会 

 ・令和６年度学校評価報告書の校内評価各項目について学校側より説明を行い 

質疑応答を行った。 

 ① 教育課程 学習指導 

    ・ipadの修理環境は問題ないか 

     →問題ない 

    ・ICT環境の整備によって、教員の業務は楽になっているか 

     →黒板に何回も書かなくてよいなどのメリットはある。 

    ・ICTの利活用によって、学力は向上しているか。 

     →具体的な指標はないが、どのように利活用するかが、授業研究の課題であり、

他の国では、むしろ能力が落ちている面もあるとの報告がある。便利な反面、

実際に人と面と向かってのコミュニケーションに支障がるようではいけない。

バランスをとりながら、学力向上につながっていると実感できることが重要だ

と考えている。 



  （意見）授業見学して落ち着いているとの印象を受けている。中学校ではスマホを利用

しながら授業を行うことは難しい。ICTの利活用、グローバルの取組などさらに

進めてほしい。 

  ② 生徒指導・支援 

    ・部活動の指導は教員の負担になっていないか 

     →インストラクターの活用が進んでいる。 

    ・生徒自身からの SOSの発信はできる環境にあるのか。 

     →サポートドッグ以外でも日常的に、コミュニケーションをとっている。スマホ 

      やラインでつながるためのカードを配布している。 

  （意見）部活動加入状況や生徒支援の方策について、今後とも取り組んでほしい。 

  ③ 進路指導・支援 

    ・保育や看護の志望状況はどうか。 

     →看護系は一定数いるが、保護者の影響が大きいようだ。保育系の志望もあるが

数は多くはない。 

    ・グローバルの取組は進路に生かされているか。 

     →国際系の学部学科に志望する一定数いるので、生かされていると思われる。 

  （意見）生徒の進路選択のために多様な活動があることが望ましい。今後とも継続して

取り組んでほしい。 

  ④ 地域等との協働 

    ・防災活動の生徒の参加については、ぜひ協力してほしい。 

     →できれば、企画段階から生徒が参加できるとよい。 

    ・４月から交通ルールが変わるところがあるがどのように取り組んでいるか。 

     →警察官による講習を計画している。 

  （意見）以前より自転車のマナーは良くなっているように思える。今後さらに地域との

関わりを充実させていきたい。 

  ⑤ 学校管理 学校運営 

    ・働き方改革によって生徒に与える影響はどうなっていくのか。 

     →働き方改革は生徒に関わる時間を増やすことが重要であるとの認識である。 

    ・高ストレス者に対しての対応はどのようなものか。 

     →相談機関を紹介し本人が選べるようになっている。また産業医による面談も行

っている。 

  （意見）働き方改革を勧めながら職員のストレス軽減と生徒との関わりを増やすことを

目指して取り組んでほしい。事故不祥事防止については、継続して取り組んで

いただきたい。 

６ 校長挨拶 

   ご協力に感謝します。協議内容を来年度に生かしていきたい。  


